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Town Topics

　藤崎中学校校庭で、東町子ども会ゆきまつりが行われ

ました。小学校１年生から中学校２年生までの子どもたち

とその保護者が、会食しながら世代間の交流を深め、その

後そり遊びやみかんさがしゲームなどをして楽しみました。

場所：藤崎中学校
東町子ども会ゆきまつり２

14

場所：町社会福祉協議会

　日本財団の補助を受け、青森ダイハツモータースか

ら福祉車両が贈呈されました。贈呈された福祉車両を

前に藤崎町社会福祉協議会の神　勝衛　会長は「利用

者が安心して地域で生活できるように役立てたい。」と

話していました。

地域の福祉充実に向けて３
25

　元常盤村議会議員の工藤　友一　氏が、多年にわた

り地域住民の福祉の向上や各産業の振興等、地域社会

の発展に大きく貢献したとして、県から高齢者叙勲が授

与されました。

場所：福舘　工藤  友一　氏宅
長年の功績を讃えて３

15

場所：岩手県田野畑村

　町に本部をおく東天書道会の皆さんが、町の友好都市で

ある岩手県田野畑村を訪れ、｢希望の神代曙桜｣の植樹式

を行いました。植樹式後には同村島越地区の皆さんと記

念の書き初め大会を行い、友好都市の絆を深めました。

田野畑村植樹式３
27 藤崎町チャレンジデー

15分けっぱって　まみしぐ暮らすべゃ　藤崎町

2016

2016.5.25 (水) 午前　時　　午後　時0 9

第９回藤崎チャレンジカップの出場チーム募集！！第９回藤崎チャレンジカップの出場チーム募集！！

◆日　　時　５月25日(水)　午後６時～午後８時50分
◆会　　場　スポーツプラザ藤崎

◆主　　催　藤崎町チャレンジデー実行委員会

◆内　　容　３種目のうちいずれか１種目をお選びください。

　　　　　　ユニカールの部(３人１チーム、先着16チームまで)
　　　　　　ペタンクの部(３人１チーム、先着12チームまで)
　　　　　　ソフトバレーボールの部(４人１チーム、先着８チームまで)

◆出場資格　町内外および老若男女は問いません。

◆参 加 料　無　料

◆入 　 賞　各種目とも第３位まで(参加賞有り)

◆申　　込　所定の用紙がスポーツプラザ藤崎、常盤生涯学習文化会館にありますので、お申し込み

　　　　　　ください。(電話・ＦＡＸでも受付いたします。)

◆お問合せ　藤崎町チャレンジデー実行委員会(常盤生涯学習文化会館内)　65－3100　FAX65－3128
　　　　　　※応援、ご観覧も自由です。たくさんの方々のご来場をお待ちしております。

　チャレンジデーは、毎年５月の最終水曜日に実施される、

世界的なスポーツイベントです。人口がほぼ同じ自治体同士

が、住民の「参加率」を競うイベントです。藤崎町は今年で

９回目の参加となります。

　町民一体となって「健康づくり」「体力づくり」をすすめ、

活力ある町づくりを推進しましょう！

※参加方法及びイベントの詳細につきましては、広報５月

　お知らせ号折り込みチラシでご案内します。

チャレンジデーイベント

○スポーツプラザ藤崎

　午前６時30分　開会式、生き生きけんこう体操、初心者向けヨガ
　午前９時　　　無料開放(軽スポーツ体験等)、健康チェック

　　　　　　　　チャレンジウォーキング

　午後６時　　　第９回藤崎チャレンジカップ

○ふれあいずーむ館

　午後１時30分　藤崎町史跡探訪ウォーキング
○藤崎・常盤老人福祉センター

　シナプソロジー教室

　午前９時　　　藤崎老人福祉センター

　午前10時30分　常盤老人福祉センター
○農業者トレーニングセンター

　午後１時　　　無料開放　

　午後３時　　　チャレンジペアなわとび

≪ 対戦ルール ≫

①午前０時から午後９時までの間に、15分以上

　継続した運動をした人数の人口比率で競う。

②チャレンジデーの時間中に町内で運動した

　方を参加人数にカウントする。

　(年齢、性別、町民であるかは問いません)

③対戦の敗者は、庁舎メインポールに相手自

　治体の旗を１週間掲揚しなくてはならない。

今回の対戦相手は、神奈川県大
�����

井町！

人　口
17,280人

２回目
開
成
町

大井町大井町大井町

　第18回日本ジュニア管打楽器コンクールにおいて、
藤崎中央小学校チーム｢Chu-oh!+y's｣がアンサンブル部

門打楽器の部＜小学生コース＞で金賞に選ばれました。

「今まで一生懸命練習してきてよかった。」と喜びの声

を報告していました。

場所：町長室
金賞おめでとう!!３

30 

目指せ！けんこう町民のまち！

　

　　■お問合せ　総務課庶務係（内線2202、2203）

～熊本地震災害義援金箱の設置について～

　平成28年４月14日から15日にかけて群発した｢熊本
地震｣により、熊本市をはじめ益城町・西原村・南阿

蘇村に大きな被害をもたらしています。

　町では、所縁のある西原村をはじめ、熊本県の被

災者に対し災害義援金を送るべく募金箱を設置いた

しました。

　多くの皆さまの温かいご支援をお願いします。

　○設置場所

　　役場本庁舎・常盤出張所(常盤生涯学習文化会館内)

　　藤崎老人福祉センター・常盤老人福祉センター

　○設置期間

　　平成28年６月30日(木)まで
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平成２８年度当初予算平成２８年度当初予算が決まりましたが決まりました

一般会計　７１億５,５００万円一般会計　７１億５,５００万円
　平成28年度予算が、平成28年第１回町議会定例会で可決され、一般会計など６つの会計が４月からスタート

しました。ここでは、平成28年度当初予算の概要について紹介します。

※公営企業会計については、６ページの「地方公営企業の業務状況」をご覧ください。

◆ 会計別当初予算の前年度比較 ◆

会　　　　計　　　　名
平成28年度予算額

①

平成27年度予算額
②

増　　減

(①ー②)

一　般　会　計 71億5,500万円 70億7,000万円 8,500万円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 ( 事 業 勘 定 )

特 別 会 計
22億8,802万7千円 22億6,100万円 2,702万7千円

後 期 高 齢 者 医 療

特 別 会 計
2億9,937万9千円 3億119万1千円 △181万2千円

介 護 保 険 ( 事 業 勘 定 )

特 別 会 計
17億1,700万円 17億2,876万2千円 △1,176万2千円

一般会計…町行政の基本的

な経費。例えば福祉や教

育、土木、消防などに要

する経費を、町税等を財

源として経理する会計。

特別会計…特定の事業を行

う場合に、一般会計と区

別して経理するために設

置する会計。

公営企業会計…サービスを

提供し、その対価として料

金を徴収するような、企業

的な色彩の強い事業を行う

場合に設置する会計。

会計ワンポイント解説

　平成28年度一般会計予算は、総額71億5,500万円で、前年度当初予算と比べて８,500万円(1.2％)増となっています。

　予算編成にあたっては、経費の節減合理化に努める一方で、文化・産業関連施設の建設事業をはじめ、農業振

興対策、少子高齢化対策、教育振興対策など、町民皆さんの生活安定のための施策を中心としております。

　今年度の主な事業は次のとおりです。

◆ 一般会計予算編成 ◆

●役場本庁舎機能強化調査事業 269万円 ●明徳中学校屋内運動場解体事業 2,545万円

●臨時福祉給付事業 2,040万円 ●文化センター等指定管理料 2,826万円

●乳幼児及び子ども医療費給付事業 3,944万円 ●文化センター整備事業 3億2,780万円

●ごみ収集運搬業務委託事業 3,235万円 ●スポーツプラザ藤崎等指定管理料 806万円

●青年就農給付事業 4,050万円 ●国民健康保険特別会計繰出金 2億1,601万円

●道路新設改良事業 8,658万円 ●後期高齢者医療特別会計繰出金 2億3,095万円

●消融雪溝整備事業　 7,076万円 ●介護保険特別会計繰出金 2億6,819万円

●町営住宅整備事業 2億1,047万円 ●水道事業会計補助金等 865万円

●除雪事業費 6,608万円 ●農業集落排水事業会計補助金等 1億4,023万円

●小型動力ポンプ付積載車購入事業 1,418万円 ●下水道事業会計補助金等 1億3,566万円

●
自治体情報システム強靭性
向上モデル構築事業

6,801万円 ●
臨時福祉給付事業
(低所得の高齢者向け)

6,689万円

●地方創生加速化交付金事業 4,842万円 ●子ども・子育て支援システム改修事業 216万円

平成28年度当初予算に計上している事業

国の補正予算関連等で平成27年度予算から繰越計上する事業

今年度の主な事業

◆ 一般会計 歳入・歳出 ◆

人件費人件費

10億9,357万5千円10億9,357万5千円
15.3%15.3%

10億9,357万5千円
15.3%

扶助費扶助費

11億2,633万
      1千円

15.7%
公債費公債費

13億4,888万3千円

18.8%
普通建設事業費

8億4,106万7千円 11.8%

物件費物件費

8億6,970万7千円

12.2%

維持補修費

8,170万7千円
1.1%

補助費等補助費等10億1,257万6千円
14.2%

繰出金繰出金
人件費

扶助費

公債費

物件費

補助費等

繰出金

7億1,515万6千円
10.0%

その他 6,599万8千円
0.9%

歳出 歳入

町 税町 税

10億7,713万3千円10億7,713万3千円
15.0%15.0% その他

5億4,243万
9千円

7.6%

地方交付税地方交付税
32億100万円32億100万円
44.7%44.7%

国庫支出金

8億1,126万
        8千円

11.3%

県支出金

5億2,623万4千円

7.4%

町債町債

町 税

町債

6億8,440万円

9.6%

その他

3億1,252万6千円
4.4%

22.6%22.6%22.6%
自主財源自主財源

依存財源依存財源
77.4%77.4%77.4%

自主財源

依存財源

義
務
的

義
務
的

　
　

経
費

　
　

経
費
44.9%44.9%

任
意
的

任
意
的

　
　

経
費

　
　

経
費
50.1%50.1% 49.9%50.1%

義
務
的

　
　

経
費

任
意
的

　
　

経
費

地方交付税

10億7,713万3千円
15.0%

32億100万円
44.7%

人件費…議員や行政委員の報酬、

町長・職員の給与など

扶助費…障害者・老人・乳幼児の医

療費、児童手当、保育園費など

公債費…町債の元金・利子の償

還につかうお金

普通建設事業費…道路や橋の工事、

施設の改築などにつかうお金

物件費…消耗品・備品購入費、

郵便料、光熱水費、業務委託

料など

歳出ワンポイント解説

維持補修費…施設の補修などにつ

かうお金

補助費…消防組合、清掃組合への負

担金や各種団体への補助金など

積立金…特定の目的のために積み

立てるお金

繰出金…特別会計などに繰り出す

お金

義務的経費…支出が義務付けられて

いて、任意に節減できない経費

任意的経費…任意に節減できる経費

自主財源…町が自主的に収入しうる財

源。町税や分担金、負担金など

依存財源…国、県から定められた額を

交付されたり、割り当てられたりする

収入。地方交付税や国庫支出金など

地方交付税…市町村の財政力などに応

じ、国から交付されるお金

国庫(県)支出金…国(県)が町の行う事

業に交付する補助金など

町債…事業を行うために町が計画的に

借りるお金

歳入ワンポイント解説

◆ 藤崎町の財政を家計にたとえると… ◆
　町の１年間の収入と支出を、家庭の家計簿に当てはめてみましょう。家計と町の会計では、お金の使い道も規

模も違うので、単純には比べられないところがありますが、藤崎町の一般会計の平成28年度予算(71億5,500万円)
を年間500万円の家計に例えてみると、このようになります。

食費(人件費) 75万円 (15%)

医療費・教育費(扶助費) 80万円 (16%)

光熱水費などの雑費
(物件費・補助費など)

130万円 (26%)

車や家具の修理代
(維持補修費)

５万円 (１%)

子どもたちへの仕送り
(他の会計への繰出金)

50万円 (10%)

借金の返済(公債費) 95万円 (19%)

家の増改築費
(普通建設事業費)

60万円 (12%)

友人への援助(出資･貸付金) ５万円 (１%)

貯金(積立金) ０万円 (０%)

　　　　　　　合　計 500万円

給料(町税)  75万円 (15%)

パート・家賃収入など
(使用料・手数料など)

40万円 (８%)

親などからの仕送り
(国の補助金・地方交付税など)

340万円 (68%)

借金(町債) 45万円 (９%)

　　　　　　　合　計 500万円

※地方交付税は町税と同じように地方固有の収入で

すが、いったん国があつめて、地方公共団体の財

源力などに応じて再配分しています。ここでは国

から交付されるという点に着目し、「仕送り」に

区分しています。

家族で稼いだお金
１１５万円

生　活　費
34０万円

(出ていくお金)支支 出出 (入ってくるお金)収収 入入

平成２８年度当初予算について

※藤崎町の財務４表について

　現在町では、平成26年４月に総務省から示された財務書類の作成に関する統一的な基準に基づいて、財務書類
　を作成するため、町の固定資産台帳を整備中です。そのため、財務書類は作成でき次第公表します。■お問合せ　企画財政課財政係（内線2215、2216）
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地方公営企業の業務状況地方公営企業の業務状況
～水道、下水道の各事業～

下水道(公共下水道・農業集落排水)事業の経営状況下水道(公共下水道・農業集落排水)事業の経営状況
～投資額211億円　下水道本管への接続にご協力を～

　法律等で義務づけられている地方公営企業の業務状況(平成28年度予算)を公表します。

■お問合せ　上下水道課 75ー6025

地 区 名 等 行政人口 区域内人口 加入人口 加 入 率

公共下水道事業

(岩木川流域下水道)

藤崎地区 6,421人 6,372人 4,899人 　76.9％

常盤地区 959人 959人 582人 　60.7％

小　　計 7,380人 7,331人 5,481人 　74.8％

農業集落排水事業

中野目地区浄化センター 1,489人 1,472人 879人 　59.7％

中島地区浄化センター 1,143人 1,143人 715人 　62.6％

飯田林崎地区水処理センター(板柳町) 249人 249人 135人 　54.2％

榊地区農業集落排水処理施設 1,652人 1,572人 1,299人 　82.6％

常盤地区農業集落排水処理施設 1,748人 1,662人 1,456人 　87.6％

久井名舘地区農業集落排水処理施設 326人 322人 226人 　70.2％

水木地区農業集落排水処理施設 873人 829人 517人 　62.4％

福富地区農業集落排水処理施設 493人 489人 257人 　52.6％

小　　計 7,973人 7,738人 5,484人    70.9％

合　　計合　　計 15,35315,353人人 15,06915,069人人 10,96510,965人人   72.8  72.8％％

【下水道接続率(人口加入率)】【下水道接続率(人口加入率)】
(平成27年3月31日現在)

企業会計の経営状況等について

　下水道が整備され、多くの町民の皆さんがトイレを水洗化したことで、私たちは快適で衛生的な生活ができ

るようになりました。また、汚水を処理施設等で浄化した後、川や海に流すことで水質が保たれ、豊かな自然

環境が守られています。

下水道の果たす役割下水道の果たす役割

　 町はこれまで211億円を投じ、汚水処理施設や排水管などの整備をしてきました。その財源は国の補助金や
借入金(地方債)などで賄われています。借入金(地方債)の残高は、実質的な赤字補てん財源である資本費平準化

債を含め、平成27年度末現在54億円ほど残っており、下水道財政を圧迫しています。

下水道の財政①　～建設費211億円・地方債残高56億円～下水道の財政①　～建設費211億円・地方債残高56億円～

　下水道を整備し、汚水をきれいにする経費は、町民の皆さんの下水道使用料で賄われています。

　下水道の接続率(加入率)は、次の一覧表のとおりとなっています。

下水道の財政②　～下水道の財政②　～下水道接続率73％ 浄化槽設置の方も本管へ接続を下水道接続率73％ 浄化槽設置の方も本管へ接続を～～

平成28年度水道事業　主な建設改良費・固定資産購入費

①消火栓更新工事 440万円

②白子バイパス関連配水管移設事業 952万円

③県道五林平藤崎線(水沼地区)配水管移設事業 799万円

④県道前坂藤崎線(館川地区)配水管取替事業 1,380万円

⑤町道高瀬真那板縁線(白川地区)配水管取替事業 173万円

水 道 事 業水 道 事 業

平成28年度下水道事業　主な建設改良費・固定資産購入費

※資金不足は、現金支出を伴わない収益的支出の減価償却費や経営活動による利益などで補います。

①藤崎町流域関連公共下水道(雨水･浸水対策)事業 2億3,000万円

②白子バイパス関連下水道管等移設事業 3,575万円

③ 野地区下水道管設置事業 305万円

④岩木川流域下水道建設負担金事業 344万円

下水道事業下水道事業

　下水道供用開始後は、下水道法や町条例等で下水道本管への接続が義

務づけられていますが、町全体では下水道本管への接続率が約73％と低
迷しており、下水道使用料収入が伸びないことが下水道財政を圧迫する

一因となっています。下水道への接続・切り替えに対する支援制度もあ

ります。供用開始している地域で浄化槽を設置している方も、ぜひ下水

道本管への接続にご理解とご協力をお願いします。
下水道マスコット
キャラクター「スイスイ」

下水道本管への接

続・切り替えをよ

ろしくお願いしま

～スイスイ！

上下水道料金(冬期概算分)の精算について

　冬期間の概算料金は、５月請求分で精算となります。詳しくは、後日個別にお知らせします。

＜上下水道課からのお知らせ＞＜上下水道課からのお知らせ＞＜上下水道課からのお知らせ＞＜上下水道課からのお知らせ＞
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　「収益的収支予算」とは、

１年間に予定される水道

料金などの収入と、浄水

場の維持管理などの費用

を予算化したものです。

　「収益的収支予算」とは、

１年間に予定される下水

道料金などの収入と、処

理場の維持管理などの費

用を予算化したものです。

　「資本的収支予算」とは、

水道施設などの資産形成

に係る収支を予算化した

ものです。

　「資本的収支予算」とは、

下水道施設の資産形成に

係る収支を予算化したも

のです。

水購入費水購入費

施設減価償却費等施設減価償却費等
借入金借入金
利息利息

維持管理費維持管理費

１億１,８９０万円１億１,８９０万円

支　出支　出
３億８,７００万円３億８,７００万円

１億１,１２０万円１億１,１２０万円１,７７０万円１,７７０万円

水道料金等
３億７,０６５万円

その他収入
３３２万円

施設建設費等の借入返済金
７,９６６万円

施設建設費等
４,３４５万円

収　入
１,８２６万円

不足額 １０,４８５万円

支　出
５億８,６２９万円

施設減価償却費等
３億４,７３２万円

借入利息
１億５万円

維持管理費
１億３,８９２万円

収　入
５億８,６２９万円

下水道料金
１億８,７３０万円

一般会計繰入金
２億２,３８９万円

建設改良補助金等
１億７,５１０万円

支　出
７億５８４万円

施設建設費等の借入返済金
４億２,５８４万円

施設建設改良費等
２億８,０００万円

収　入
４億９,００５万円

借入金
２億８,７３０万円

不足額
２億１,５７９万円

一般会計
繰入金
５,２００万円

国・県補助金等
１億５,０７５万円

１億３,９２０万円１億３,９２０万円

借入金借入金
支払利息支払利息

収　入
３億８,７００万円

その他収入
１,６３５万円

その他　１,０１２万円

一般会計
繰入金
８１４万円

水購入費

施設減価償却費等

　　維持管理費

１億１,８９０万円

支　出
３億８,７００万円

１億１,１２０万円１,７７０万円

支　出
１億２,３１１万円

１億３,９２０万円

借入金
支払利息

水購入費

施設減価償却費等
借入金
利息

維持管理費

１億１,８９０万円

支　出
３億８,７００万円

１億１,１２０万円１,７７０万円

水道料金等水道料金等
３億７,０６５万円３億７,０６５万円

その他収入その他収入
３３２万円３３２万円

施設建設費等の借入返済金
７,９６６万円

施設建設費等
４,３４５万円

収　入
１,８２６万円

不足額 １０,４８５万円

支　出
５億８,６２９万円

施設減価償却費等
３億４,７３２万円

借入利息
１億５万円

維持管理費
１億３,８９２万円

収　入
５億８,６２９万円

下水道料金
１億８,７３０万円

一般会計繰入金
２億２,３８９万円

建設改良補助金等
１億７,５１０万円

支　出
７億５８４万円

施設建設費等の借入返済金
４億２,５８４万円

施設建設改良費等
２億８,０００万円

収　入
４億９,００５万円

借入金
２億８,７３０万円

不足額
２億１,５７９万円

一般会計
繰入金
５,２００万円

国・県補助金等
１億５,０７５万円

１億３,９２０万円

借入金
支払利息

収　入収　入
３億８,７００万円３億８,７００万円

その他収入その他収入
１,６３５万円１,６３５万円

その他　１,０１２万円

一般会計
繰入金
８１４万円

水道料金等
３億７,０６５万円

支　出
１億２,３１１万円

収　入
３億８,７００万円

その他収入
１,６３５万円

水購入費

施設減価償却費等
借入金
利息

維持管理費

１億１,８９０万円

支　出
３億８,７００万円

１億１,１２０万円１,７７０万円

水道料金等
３億７,０６５万円

その他収入
３３２万円

施設建設費等の借入返済金施設建設費等の借入返済金
７,９６６万円７,９６６万円

施設建設費等施設建設費等
４,３４５万円４,３４５万円

収　入
１,８２６万円

不足額 １０,４８５万円

支　出
５億８,６２９万円

施設減価償却費等
３億４,７３２万円

借入利息
１億５万円

維持管理費
１億３,８９２万円

収　入
５億８,６２９万円

下水道料金
１億８,７３０万円

一般会計繰入金
２億２,３８９万円

建設改良補助金等
１億７,５１０万円

支　出
７億５８４万円

施設建設費等の借入返済金
４億２,５８４万円

施設建設改良費等
２億８,０００万円

収　入
４億９,００５万円

借入金
２億８,７３０万円

不足額
２億１,５７９万円

一般会計
繰入金
５,２００万円

国・県補助金等
１億５,０７５万円

１億３,９２０万円

借入金
支払利息

収　入
３億８,７００万円

その他収入
１,６３５万円

その他　１,０１２万円

一般会計
繰入金
８１４万円

支　出支　出
１億２,１億２,３１１３１１万円万円
支　出

１億２,３１１万円

施設建設費等の借入返済金
７,９６６万円

施設建設費等
４,３４５万円

水購入費

施設減価償却費等
借入金
利息

維持管理費

１億１,８９０万円

支　出
３億８,７００万円

１億１,１２０万円１,７７０万円

水道料金等
３億７,０６５万円

その他収入
３３２万円

施設建設費等の借入返済金
７,９６６万円

施施設建設費等
４,３４５万円

収　入収　入
１,８２６万円１,８２６万円

不足額 １０,４８５万円不足額 １０,４８５万円

支　出
５億８,６２９万円

施設減価償却費等
３億４,７３２万円

借入利息
１億５万円

維持管理費
１億３,８９２万円

収　入
５億８,６２９万円

下水道料金
１億８,７３０万円

一般会計繰入金
２億２,３８９万円

建設改良補助金等
１億７,５１０万円

支　出
７億５８４万円

施設建設費等の借入返済金
４億２,５８４万円

施設建設改良費等
２億８,０００万円

収　入
４億９,００５万円

借入金
２億８,７３０万円

不足額
２億１,５７９万円

一般会計
繰入金
５,２００万円

国・県補助金等
１億５,０７５万円

１億３,９２０万円

借入金
支払利息

収　入
３億８,７００万円

その他収入
１,６３５万円

その他　１,０１２万円その他　１,０１２万円

一般会計一般会計
繰入金繰入金
８１４万円８１４万円

支　出
１億２,３１１万円

施

収　入
１,８２６万円

不足額 １０,４８５万円

その他　１,０１２万円

一般会計
繰入金
８１４万円

水購入費

施設減価償却費等
借入金
利息

維持管理費

１億１,８９０万円

支　出
３億８,７００万円

１億１,１２０万円１,７７０万円

水道料金等
３億７,０６５万円

その他収入
３３２万円

施設建設費等の借入返済金
７,９６６万円

施設建設費等
４,３４５万円

収　入
１,８２６万円

不足額 １０,４８５万円

支　出
５億８,６２９万円

施設減価償却費等
３億４,７３２万円

借入利息
１億５万円

維持管理費
１億３,８９２万円

収　入
５億８,６２９万円

下水道料金
１億８,７３０万円

一般会計繰入金
２億２,３８９万円

建設改良補助金等
１億７,５１０万円

支　出支　出
７億５８４万円７億５８４万円

施設建設費等の借入返済金施設建設費等の借入返済金
４億２,５８４万円４億２,５８４万円

施設建設改良費等施設建設改良費等
２億８,０００万円２億８,０００万円

収　入
４億９,００５万円

借入金
２億８,７３０万円

不足額
２億１,５７９万円

一般会計
繰入金
５,２００万円

国・県補助金等
１億５,０７５万円

１億３,９２０万円

借入金
支払利息

収　入
３億８,７００万円

その他収入
１,６３５万円

その他　１,０１２万円

一般会計
繰入金
８１４万円

支　出
１億２,３１１万円

支　出
７億５８４万円

施設建設費等の借入返済金
４億２,５８４万円

施設建設改良費等
２億８,０００万円

水購入費

施設減価償却費等
借入金
利息

維持管理費

１億１,８９０万円

支　出
３億８,７００万円

１億１,１２０万円１,７７０万円

水道料金等
３億７,０６５万円

その他収入
３３２万円

施設建設費等の借入返済金
７,９６６万円

施設建設費等
４,３４５万円

収　入
１,８２６万円

不足額 １０,４８５万円

支　出支　出
５億８,６２９万円５億８,６２９万円

施設減価償却費等施設減価償却費等
３億４,７３２万円３億４,７３２万円

借入利息借入利息
１億５万円１億５万円

維持管理費維持管理費
１億３,８９２万円１億３,８９２万円

収　入
５億８,６２９万円

下水道料金
１億８,７３０万円

一般会計繰入金
２億２,３８９万円

建設改良補助金等
１億７,５１０万円

支　出
７億５８４万円

施設建設費等の借入返済金
４億２,５８４万円

施設建設改良費等
２億８,０００万円

収　入
４億９,００５万円

借入金
２億８,７３０万円

不足額
２億１,５７９万円

一般会計
繰入金
５,２００万円

国・県補助金等
１億５,０７５万円

１億３,９２０万円

借入金
支払利息

収　入
３億８,７００万円

その他収入
１,６３５万円

その他　１,０１２万円

一般会計
繰入金
８１４万円

支　出
１億２,３１１万円

支　出
５億８,６２９万円

施設減価償却費等
３億４,７３２万円

借入利息
１億５万円

維持管理費
１億３,８９２万円

水購入費

施設減価償却費等
借入金
利息

維持管理費

１億１,８９０万円

支　出
３億８,７００万円

１億１,１２０万円１,７７０万円

水道料金等
３億７,０６５万円

その他収入
３３２万円

施設建設費等の借入返済金
７,９６６万円

施設建設費等
４,３４５万円

収　入
１,８２６万円

不足額 １０,４８５万円

支　出
５億８,６２９万円

施設減価償却費等
３億４,７３２万円

借入利息
１億５万円

維持管理費
１億３,８９２万円

収　入収　入
５億８,６２９万円５億８,６２９万円

下水道料金下水道料金
１億８,７３０万円１億８,７３０万円

一般会計繰入金一般会計繰入金
２億２,３８９万円２億２,３８９万円

建設改良補助金等建設改良補助金等
１億７,５１０万円１億７,５１０万円

支　出
７億５８４万円

施設建設費等の借入返済金
４億２,５８４万円

施設建設改良費等
２億８,０００万円

収　入
４億９,００５万円

借入金
２億８,７３０万円

不足額
２億１,５７９万円

一般会計
繰入金
５,２００万円

国・県補助金等
１億５,０７５万円

１億３,９２０万円

借入金
支払利息

収　入
３億８,７００万円

その他収入
１,６３５万円

その他　１,０１２万円

一般会計
繰入金
８１４万円

支　出
１億２,３１１万円

収　入
５億８,６２９万円

下水道料金
１億８,７３０万円

一般会計繰入金
２億２,３８９万円

建設改良補助金等
１億７,５１０万円

水購入費

施設減価償却費等
借入金
利息

維持管理費

１億１,８９０万円

支　出
３億８,７００万円

１億１,１２０万円１,７７０万円

水道料金等
３億７,０６５万円

その他収入
３３２万円

施設建設費等の借入返済金
７,９６６万円

施設建設費等
４,３４５万円

収　入
１,８２６万円

不足額 １０,４８５万円

支　出
５億８,６２９万円

施設減価償却費等
３億４,７３２万円

借入利息
１億５万円

維持管理費
１億３,８９２万円

収　入
５億８,６２９万円

下水道料金
１億８,７３０万円

一般会計繰入金
２億２,３８９万円

建設改良補助金等
１億７,５１０万円

支　出
７億５８４万円

施設建設費等の借入返済金
４億２,５８４万円

施施設建設改良費等
２億８,０００万円

収　入収　入
４億９,００５万円４億９,００５万円

借入金借入金
２億８,７３０万円２億８,７３０万円

不足額不足額
２億１,５７９万円２億１,５７９万円

一般会計一般会計
繰入金繰入金
５,２００万円５,２００万円

国・県補助金等国・県補助金等
１億５,０７５万円１億５,０７５万円

１億３,９２０万円

借入金
支払利息

収　入
３億８,７００万円

その他収入
１,６３５万円

その他　１,０１２万円

一般会計
繰入金
８１４万円

支　出
１億２,３１１万円

施

収　入
４億９,００５万円

借入金
２億８,７３０万円

不足額
２億１,５７９万円

一般会計
繰入金
５,２００万円

国・県補助金等
１億５,０７５万円
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　総務省と経済産業省は、全国のすべての事業所及び企業を対象に平成28年６月１日現在で、「経済センサス‐

活動調査」を実施します。

　「経済センサス‐活動調査」は、全産業分野の売上（収入）金額や費用などの経理項目を同一時点で網羅的に

把握し、我が国における事業所・企業の経済活動を全国的及び地域別に明らかにするとともに、事業所及び企業

を対象とした各種統計調査の母集団情報を得ることを目的としています。

　調査の結果は、国の各種行政施策をはじめ、地域の産業振興や商店街の活性化などの地域行政のための基礎資

料として利活用されます。

　支社などがない事業所には、調査員が平成28年５月末までに調査票をお配りし、支社などがある企業等には、

国が本社などに傘下の支社分の調査票をまとめて郵送します。

　調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いいたします。

　「平成28年経済センサス‐活動調査」では、インターネットでの回答を推奨しています。

　　経済センサス-活動調査については、キャンペーンサイトをご覧ください。

　　

　　http://www.e-census2016.stat.go.jp/ 　　経済センサス２０１６

　

　　　　　　　　　　総務省・経済産業省・青森県・藤崎町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■お問合せ　企画財政課企画係(内線2222、2224)

　住宅や倉庫などの家屋の全部又は一部を取り壊したときは、手続きが必要です。取り壊した年の年末までに

忘れずに手続きをしてください。(雪害等で倒壊した場合も同様です。)

　※固定資産税は、毎年１月１日(賦課期日)現在の状況で課税されます。

◆登記されている家屋を取り壊した場合　
　　法務局で建物滅失登記の申請をしてください。(滅失登記が完了すると法務局から町へ通知されます。)

　　滅失登記の詳しい内容については、青森地方法務局弘前支局(26ー1150)へお問合せください。

◆登記されていない家屋を取り壊した場合

　　家屋を取り壊したら、「家屋補充課税台帳登録滅失届」を町税務課まで提出してください。(用紙は納税通知

　書に同封しています。)届出に基づき現地確認を行い、課税対象から除きます。

　　※滅失年月日の確認のため、添付書類が必要となる場合があります。

◆住宅を取り壊した場合

　　住宅が建っている土地(住宅用地)は、「住宅用地に対する課税標準の特例」が適用され、固定資産税が減額さ

　れています。そのため住宅を取り壊すと、その特例から外れることとなり、土地に対する固定資産税の税額が

　変わる場合があります。

                                                                                  ■お問合せ　税務課固定資産税係(内線2102～2104)

家屋を取り壊したときは手続きが必要です
忘れずに手続きをしましょう

「平成28年経済センサスー活動調査」を実施します
日本経済の未来は、あなたの調査票から

検索

　平成28年４月分から平成29年３月分までの国民年金保険料は、月額１６，２６０円です。
　保険料は、日本年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビ二等で納めることができます。

　また、クレジットカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、そして便利でお得な口座振替もあります。

　日本年金機構では、国民年金保険料を納期限までに納めていただけない方に対して、電話、書面、面談により

早期に納めていただくよう案内を行っております。

　失業等により保険料の納付が困難な場合は、保険料の納付が免除される制度や猶予される制度がありますので、

お近くの年金事務所か住民課国保年金係へご相談くださるようお願いします。

　　　　　　　　　　　　■お問合せ　弘前年金事務所国民年金課 27－1339、住民課国保年金係(内線2134)

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

健(検)診を受けましょう！

４月から健(検)診が始まっています！
医療機関との日程調整はお早めに！！

希望の医療機関で今年度健(検)診を受けるために、早め

に医療機関と日程調整し、健(検)診を受けましょう。

◆支給対象者　

　平成27年度臨時福祉給付金の支給対象者に該当する方のうち、平成29年３月31日までに65歳以上になる方

　※生活保護の受給者である方などは除きます。

◆支　給　額　１人につき30,000円（支給は１回のみ）
◆申　請　先　福祉課福祉係（常盤出張所では申請できません。）
◆申 請 期 間　５月９日（月） ～ ８月９日（火）

　申 請 書 の
◆　　 　  　　申請書は、支給対象に該当する方がいると思われる世帯に対し、４月下旬に郵送しています。
　郵送時期等

◆支給予定日　６月から順次支給開始予定

◆注 意 事 項　原則として、申請期間外の申請は受付できません。

◎高齢者向け給付金申請集中受付を行います！

◆集中受付期間　５月９日(月) ～ １３日(金)午前８時30分 ～ 午後４時30分
　　　　　　　　※１１日(水)のみ午後６時30分まで
◆集中受付場所　役場３階中会議室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■お問合せ　福祉課福祉係（内線2115、2116）

高齢者向け給付金(年金生活者等支援臨時福祉給付金)のお知らせ

新職員の紹介
　４月の人事異動で職員10名が配置換えとなり、北分署に赴任しました。
　藤崎町、消防団、婦人防火クラブ、そして地域住民の皆さんとともに、安全で安心して暮らせる災害のない町づくり
を目指し、職員一丸となって町の防災のために働いてまいりますのでよろしくお願いします。

　▽分署長　奈良　光生　　▽副分署長　米村　威

　▽総務警防主任　兵藤　大介、赤平　隆顕　　▽予防救急主任　太田　郁也
　▽総 務 警 防 係　神　紘輝、花田　和輝　　　▽予 防 救 急 係　一戸　晴子、山口　貴大、成田　悠貴

乾燥による火災にご注意ください
　春になると空気が乾燥して、火災が発生しやすくなります。また、屋外で火を使う機会が増えるため、小さな火
種から枯草や建物などに燃え移り、大きな火災につながる可能性もあります。乾燥による火災を出さないためにも、
次の点に気をつけましょう。
○枯草などがある場所では、火を使用しないこと
○火を使用している場所を離れるときは、完全に消火すること
○強風時には、火を使用しないこと
○たばこの吸殻は必ず消し、投げ捨てはしないこと

■お問合せ　東消防署北分署　75ー3333

消防だより

平成28年３月26日から新しい救急車が配備されました。

カクニンジャー
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～平成28年度狂犬病予防注射日程表～

６月７日(火) 【藤崎地区】阿部先生(アベ動物病院)

時　間 場　　　　所

 9:00～ 9:40 藤越研修集会所前

 9:50～10:15 農協りんごセンター前

10:25～10:50 旧藤崎町役場跡

11:00～11:25 新町集会所前

11:35～11:45 林崎研修集会所前

13:15～13:30 白子研修集会所前

13:45～14:25 ふれあいずーむ館裏

６月８日(水) 【藤崎地区】石澤先生(石澤動物病院)

時　間 場　　　　所

 9:00～ 9:20 農協藤崎支店前

 9:35～ 9:50 中野目研修集会センター前

10:00～10:25 西中野目生活改善センター前

10:35～11:00 下俵舛地区コミュニティ消防センター前

11:15～11:40 中島集会所前

13:15～13:35 藤崎町ふれあい健康センター前(矢沢）

13:50～14:50 藤崎町役場裏

６月９日(木) 【常盤地区】小友先生(おとも動物病院)

時　間 場　　　　所

9:00～ 9:30 常盤老人福祉センター前

 9:35～ 9:55 常盤地区コミュニティ消防センター前

10:05～10:30 北常盤駅西口駐車場前

10:35～10:50 若松転作研修館前

10:55～11:15 榊・小山内 弘宅前

11:20～11:30 榊公民館前

13:15～13:45 亀田地区交流センター前

13:55～14:15 福左内公民館前

６月10日(金) 【常盤地区】小堀先生(コボリ動物病院)

時　間 場　　　　所

9:00～ 9:10 就業改善センター前

9:20～ 9:45 水木地区ふるさとセンター前

9:55～10:25 久井名舘地区コミュニティ消防センター前

10:35～10:45 福舘下バス停前

10:50～11:00 福舘地区コミュニティ消防センター前

11:05～11:15 福舘上バス停前

11:20～11:30 富柳老人憩の家前

13:15～13:40 福島公民館前

13:50～14:00 徳下バス停前

14:10～14:20 三ツ屋老人憩の家前

１　犬の放し
飼いは絶対に

しないでくだ

　　さい。

２　犬を屋外
で運動させる

場合は、必ず

　　ふんの後始
末をしましょう

。

３　犬のおし
っこはペット

ボトル等で水

　　をかけるな
どして薄めまし

ょう。

４　犬や猫の適
正な繁殖制限を

しましょう。

ペットの管理は
飼い主の義務で

す。
ペットの管理は

飼い主の義務で
す。

次のことに注意
しましょう。

次のことに注意
しましょう。

飼
い
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録
を
忘
れ
ず
に

毎
年
１
回
、
愛
犬
と
あ
な
た
の
た
め
に

◆
狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録

　

新
規
登
録
の
場
合
は
、
登
録
料

３
０
０
０
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

集
合
予
防
注
射
は
３
１
０
０
円

(

注
射
料
金
２
５
５
０
円
、
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０

円)

と
な
り
ま
す
。

　

個
別
に
動
物
病
院
で
予
防
注
射
を

受
け
た
場
合
は
、
町
へ
獣
医
が
発
行

し
た
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
を
お
持

ち
に
な
り
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

(

交
付
手
数
料
５
５
０
円)

を
受
領
し

て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
死
亡(

鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
を
持
参)

、
転
入
、
転
出
ま
た

は
町
内
で
の
住
所
変
更
や
飼
い
主
の

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
住
民
課
環

境
係
ま
で
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
集
合
予
防
注
射
に
つ
い
て

　

左
記
の
日
程
表
に
よ
り
実
施
し
ま

す
。
秋
期
に
も
実
施
予
定
で
す
。

(

秋
期
日
程
は
、
広
報
等
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す)

■
お
問
合
せ　

　

住
民
課
環
境
係(

内
線
２
１
３
７)

◆
給
与
・
勤
務
条
件
等　

①
初
任
給

　

行
政
職　
　
　

17
万
６
７
０
０
円

　

栄
養
士　
　
　

18
万
２
９
０
０
円

(

平
成
28
年
３
月
大
学
卒
業
の
場
合)

※
今
後
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家

公
務
員
の
給
与
改
定
等
を
踏
ま
え
、

改
定
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
６
月
、
12
月
に
期
末
・
勤
勉
手
当

　

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
11
月
〜
３
月
に
寒
冷
地
手
当
が
支

　

給
さ
れ
ま
す
。

④
条
件
に
応
じ
て
通
勤
手
当
、
扶
養
手

　

当
、
住
居
手
当
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

藤
崎
町
職
員
採
用
試
験
案
内

平
成
29
年
度
の
職
員
採
用
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
募
集
内
容

○
職
種　

・
行
政
職(

大
学
卒
業
程
度)

・
栄
養
士　

○
採
用
予
定
人
員　

　

行
政
職　
　
　
　
　

若
干
名

　

栄
養
士　
　
　
　
　
　

１
名

○
受
験
資
格

・
行
政
職

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
平
成
７
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

・
栄
養
士

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
管
理
栄
養
士
免
許
を
有

す
る
者
又
は
平
成
29
年
５
月
ま
で

に
管
理
栄
養
士
免
許
取
得
見
込
み

の
者

※
た
だ
し
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
い

者
及
び
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に

規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
す
る

者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◆
採
用
日　

　

平
成
29
年
４
月
１
日
以
降

◆
試
験
日
等

①
１
次
試
験

　

○
試

験

日　

　
　

行
政
職　
　
　

７
月
24
日(

日)

　
　

栄
養
士　
　
　

９
月
18
日(

日)

　

○
場　
　

所　

青
森
市
内(

予
定)

　

○
試
験
科
目　

下
表
の
と
お
り

②
２
次
試
験　

　

１
次
試
験
合
格
者
に
詳
細
を
通
知

　

し
ま
す
。

◆
合
格
発
表　

　

１
次
・
２
次
試
験
と
も
に
合
否
を

　

通
知
し
ま
す
。

◆
受
験
手
続

①
次
の
書
類
等
を
総
務
課
へ
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

○
受
験
申
込
書

(

総
務
課
で
配
付
又
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://w
w
w
.to
w
n
.

fujisaki.lg
.jp/)

よ
り
印
刷)

　

○
本
人
写
真(

縦
４
㎝
×
横
３
㎝)

２
枚

(

う
ち
１
枚
は
受
験
申
込
書
の

所
定
欄
に
貼
付)

　

○
管
理
栄
養
士
免
許
証
の
写
し

(

栄
養
士
を
受
験
す
る
方
で
既
得

者
の
み)

②
郵
送
に
よ
る
受
験
手
続
き
に
つ
い
て

　

○
受
験
申
込
書
の
請
求

「
受
験
申
込
書
請
求
」
と
明
記

し
た
封
筒
に
、
返
信
用
封
筒

(

長
形
３
号
封
筒
【
定
形
】
、

82
円
切
手
貼
付
、宛
先
記
入)

を

同
封
し
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

○
受
験
申
込
の
方
法

「
受
験
申
込
」
と
明
記
し
た
封

筒
に
、
必
要
書
類
を
入
れ
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

③
受
験
申
込
受
付
後
、
行
政
職
は
７

月
19
日(

火)

ま
で
、
栄
養
士
は
８
月

29
日(

月)

ま
で
に
「
受
験
票
」
等
詳

細
を
通
知
し
ま
す
。

◆
申
込
締
切　

　

行
政
職　
　
　
　

６
月
６
日(

月)

　

栄
養
士　
　
　
　

７
月
28
日(

木)

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
受
験
申
込

書
の
配
付
・
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
郵
送
に
よ
る
申
込
の
場
合
は
、

　

各
締
切
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の

　

に
限
り
受
付
し
ま
す
。

◆試験科目

科　　目 出題数等 出　題　分　野　等

教 養 試 験
40題
２時間

社会、人文及び自然に関す

る一般知識並びに文章理

解、判断推理、数的推理及

び資料解釈に関する一般

知能

専 門

試 験

行　政
40題
２時間

政治学、行政学、憲法、行

政法、民法、刑法、労働

法、経済学、財政学、社会

政策及び国際関係

栄養士
30題

１時間30分

社会生活と健康、人体の

構造と機能、食品と衛生、

栄養と健康、栄養の指導、

給食の運営

一 般 性 格

診 断 検 査

150題
20分

公務員として必要な資質

の有無の判断や公務の職

業生活への適応性につい

ての検査
職 場 適 応 性

検 　 　 査

120題
20分

内田クレペリン

精 神 検 査
１時間 能力、行動・性格の検査

⑤
休
暇
は
年
次
有
給
休
暇
、
年
末
年
始

休
暇
、
特
別
休
暇
等
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
お
問
合
せ　

　

〒
０
３
８
ー
３
８
０
３

　
　

青
森
県
南
津
軽
郡
藤
崎
町
大
字

　
　

西
豊
田
一
丁
目
１
番
地

　
　

藤
崎
町
総
務
課
庶
務
係

　
　


０
１
７
２
ー
75
ー
３
１
１
１

　
　

(

内
線
２
２
０
２
、
２
２
０
３)
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▽
齋
藤　

美
津
昭

　

福
祉
課
参
事
、
課
長
事
務
取
扱

　

(

福
祉
課
長)

▽
能
登
谷　

英
彦

総
務
課
参
事
、
課
長
事
務
取
扱
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
参
事
、

事
務
局
長
事
務
取
扱
併
任(

企
画

財
政
課
長)

▽
三
浦　

郁
雄　

税
務
課
長(

住
民
課
長)

▽
幸
田　

信
雄

会
計
管
理
者
・
会
計
課
長(

農
政
課

長
、
農
業
委
員
会
事
務
局
長
併
任)

▽
横
山　

精
逸

農
政
課
長
、
農
業
委
員
会
事
務
局

長
併
任(

税
務
課
長)

▽
榊　

淳
一

企
画
財
政
課
長

(

会
計
管
理
者
・
会
計
課
長)

▽
三
浦　

孝
司

議
会
事
務
局
長
、
監
査
委
員
事
務
併

任(

議
会
事
務
局
副
参
事
、
議
会
事
務

局
長
補
佐
事
務
取
扱
、
係
長
事
務
取

扱
、
監
査
委
員
事
務
併
任)

▽
森　

篤

生
涯
学
習
課
長
、
常
盤
生
涯
学
習
文

化
会
館
・
常
盤
公
民
館
長(

生
涯
学

習
課
副
参
事
、
課
長
補
佐
事
務
取
扱
、

常
盤
生
涯
学
習
文
化
会
館
・
常
盤
公

民
館
長
補
佐
事
務
取
扱)

▽
久
保
田　

整

住
民
課
長(

上
下
水
道
課
長
補
佐)

▽
工
藤　

義
美

上
下
水
道
課
長
補
佐(

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
補
佐
、
係
長
事
務
取
扱)

▽
髙
木　

秀
光

生
涯
学
習
課
長
補
佐
、
常
盤
生
涯
文

化
会
館
・
常
盤
公
民
館
長
補
佐(

総
務

課
長
補
佐
、
防
災
係
長
事
務
取
扱)

▽
三
上　

孝
之

総
務
課
長
補
佐
、

行
政
係
長
事
務
取

扱
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
補

佐
併
任(

総
務
課
長
補
佐
、

選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
併
任
）

▽
佐
々
木　

貞
子

福
祉
課
主
幹
、
主
任
保
健
師
事
務

取
扱(

福
祉
課
主
任
保
健
師)

▽
神　

秀
樹

農
政
課
主
幹
、
農
村
整
備
係
長
事

務
取
扱(

農
村
整
備
係
長
務
取
扱)

▽
高
木　

勝
則

農
政
課
主
幹
、
農
政
係
長
事
務
取

扱(

農
政
課
農
政
係
長)

▽
鳴
海　

浩
司

企
画
財
政
課
主
幹
、

管
財
係
長
事

務
取
扱(

総
務
課
庶
務
係
長
、

選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
係
長
併
任)

▽
舘
岡　

孝
志

福
祉
課
主
幹
、
健
康
係
長
事
務
取

扱(

福
祉
課
健
康
係
長)

▽
高
木　

一
成

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

(
農
業
員
会
事
務
局
係
長)

▽
成
田　

康
治

総
務
課
防
災
係
長(

学
務
課
係
長)

▽
三
浦　

良
彦

総
務
課
庶
務
係
長(
総
務
課
行
政
係
長)

▽
成
田　

洋
祐

農
業
委
員
会
事
務
局
係
長

(

企
画
財
政
課
管
財
係
長)

▽
熊
谷　

美
佳
子

常
盤
出
張
所
係
長
、
農
業
委
員
会

事
務
局
常
盤
出
張
所
係
長
併
任

(

住
民
課
主
任
主
査)

▽
久
保
田　

育
子

議
会
事
務
局
係
長
、
監
査
委
員
事

務
併
任(

議
会
事
務
局
主
任
主
査
、

監
査
委
員
事
務
併
任)

▽
長
内　

真
理
子

学
務
課
係
長(

学
務
課
主
任
主
査)

▽
齋
藤　

章

福
祉
課
主
任
主
査(

生
涯
学
習

課
・
常
盤
生
涯
学
習
文
化
会
館
・

常
盤
公
民
館
主
任
主
査)

▽
飯
塚　

紳
一
郎

総
務
課
主
任
主
査

(

企
画
財
政
課
主
任
主
査)

▽
藤
田　

優
治

上
下
水
道
課
主
任
主
査

(

建
設
課
主
任
主
査)

▽
飯
塚　

直
子

議
会
事
務
局
主
任
主
査
、
監
査
委

員
事
務
併
任(

生
涯
学
習
課
・
常

盤
生
涯
学
習
文
化
会
館
・
常
盤
公

民
館
主
査)

▽
佐
藤　

一
敏

農
政
課
主
任
主
査(

農
政
課
主
査)

▽
永
澤　

正
己

税
務
課
主
任
主
査(

税
務
課
主
査)

▽
黒
瀧　

和
也

生
涯
学
習
課
・
常
盤
生
涯
学
習
文

化
会
館
・
常
盤
公
民
館
主
任
主
査

(

生
涯
学
習
課
・
常
盤
生
涯
学
習

文
化
会
館
・
常
盤
公
民
館
主
査)

▽
猪
股　

辰
博

税
務
課
主
任
主
査(

企
画
財
政
課
主
査)

▽
成
田　

里
美

学
務
課
主
査(

総
務
課
主
査)

▽
石
澤　

妙
子

企
画
財
政
課
主
査(

福
祉
課
主
査)

▽
白
戸　

和
孝

総
務
課
主
査(

税
務
課
主
査)

▽
木
村　

大
公

企
画
財
政
課
主
査(

税
務
課
主
査)

▽
石
澤　

和
典

企
画
財
政
課
主
査(

学
務
課
主
査)

▽
工
藤　

美
砂
都

福
祉
課
主
事(

上
下
水
道
課
主
事)

▽
白
戸　

祐
輔

総
務
課
主
事
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
主
事
併
任(

住
民
課
主
事)

▽
白
戸　

圭
佑

生
涯
学
習
課
・
常
盤
生
涯
学
習
文

化
会
館
・
常
盤
公
民
館
主
事

(

企
画
財
政
課
主
事)

▽
鈴
木　

教
夫

住
民
課
主
事(

福
祉
課
主
事)

▽
原
田　

裕
貴　

税
務
課
主
事

▽
加
福　

潤
臣　

生
涯
学
習
課
・
常

　

盤
生
涯
学
習
文
化
会
館
・
常
盤
公

　

民
館
主
事

▽
阿
保　

匠　
　

学
務
課
主
事

▽
鈴
木　

由
羅　

住
民
課
主
事

▽
柴
田　

瑛
美　

福
祉
課
保
健
師

▽
佐
藤　

竜
光　

福
祉
課
保
健
師

▽
鈴
木　

幸
夫　

常
盤
出
張
所
専
門
員

▽
藤
田
け
い
子　

常
盤
出
張
所
専
門
員

（
３
月
31
日
付)

▽
小
杉　

利
彦

生
涯
学
習
課
参
事
、
生
涯
学
習
課

長
事
務
取
扱
、
常
盤
生
涯
学
習
文

化
会
館
・
常
盤
公
民
館
参
事
、
館

長
事
務
取
扱
併
任

▽
米
村　

和
恵

福
祉
課
保
健
師
長
、
福
祉
課
長
補

佐
事
務
取
扱

▽
鈴
木　

幸
夫

　

常
盤
出
張
所
主
幹
、
係
長
事
務
取

　

扱
、
農
業
委
員
会
事
務
局
常
盤
出

　

張
所
主
幹
、
係
長
事
務
取
扱
併
任

▽
藤
田
け
い
子　

常
盤
出
張
所
主
任
主
査

（
３
月
31
日
付)

▽
五
十
嵐　

晋

総
務
課
参
事
、
課
長
事
務
取
扱
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
参
事
、

事
務
局
長
事
務
取
扱
併
任

▽
佐
々
木　

克
冶

議
会
事
務
局
長
、
監
査
委
員
事
務

併
任

　

（
３
月
31
日
付)

▽
長
友　

育
美　

福
祉
課
保
健
師

（
３
月
31
日
付)

▽
小
野　

信
幸　

常
盤
出
張
所
専
門
員

▽
佐
々
木
一
廣　

常
盤
出
張
所
専
門
員

藤
崎
町
職
員
人
事
異
動

藤崎町職員人事異動

参
事
・
課
長
級

参
事
・
課
長
級

課
長
補
佐
級

課
長
補
佐
級

係　

長　

級

係　

長　

級

主　
　
　

査

主　
　
　

査

主　
　
　

事

主　
　
　

事

定

年

退

職

定

年

退

職

早

期

退

職

早

期

退

職

教
職
員
等
の
人
事
異
動

　
　
　
　

※(　

)

内
は
新
任
校
等

■
藤
崎
小
学
校

▽
福
士　

道
太　

教
諭

（
教
育
庁
県
立
郷
土
館
・
学
芸
主

　

査
）

▽
浅
瀬
石　

由
香
子　

教
諭

　

(

退
職
・
平
川
市
立
小
和
森
小

　

再
任
用)

■
藤
崎
中
央
小
学
校

▽
田
澤　

正
憲　

校
長

　

(

教
育
庁
中
南
教
育
事
務
所
・

　

教
育
課
長)

▽
横
山　

浩
是　

教
諭

　

(

黒
石
市
立
上
十
川
小
・
教
頭)

▽
村
田　

美
紀
子　

教
諭

　

(

平
川
市
立
金
田
小)

▽
阿
保　

里
奈　

主
事

　

(

弘
前
市
立
津
軽
中)

▽
工
藤　

裕
美
子　

教
諭

　

(

退
職
）

■
常
盤
小
学
校

▽
安
藤　

智
史　

校
長

　

(

平
川
市
立
小
和
森
小
・
校
長)

▽
秋
谷　

啓
児　

教
諭

　

(

黒
石
市
立
黒
石
小)

▽
白
取　

真
樹
子　

教
諭

　

(

大
鰐
町
立
大
鰐
小)

▽
藤
田　

あ
や
こ　

教
諭

　

(

弘
前
市
立
城
東
小)

▽
村
上　

聖
子　

教
諭

　

(

青
森
県
立
弘
前
第
一
養
護
学
校)

■
藤
崎
中
学
校

▽
木
村　

浩　

教
頭

　

(

黒
石
市
立
黒
石
中
・
教
頭)

▽
奈
良
岡　

彰
子　

教
諭

　

(

黒
石
市
立
中
郷
中)

▽
木
村　

眞
悦　

教
諭

　

(

弘
前
市
立
北
辰
中)

▽
葛
西　

伸
子　

教
諭

　

(

平
川
市
立
尾
上
中)

▽
三
浦　

隆
司　

校
長(

退
職)

▽
須
々
田　

秀
美　

教
諭

　

(

再
任
用
終
了)

▽
工
藤　

孝
子　

養
護
教
諭

　

(

再
任
用
退
職)

■
明
徳
中
学
校

▽
蒔
苗　

勝
義　

教
諭

　

(

弘
前
市
立
津
軽
中)

▽
山
谷　

洋
朗　

教
諭

　

(

平
川
市
立
平
賀
西
中)

▽
田
中　

雅
人　

教
諭

　

(

教
育
庁
県
総
合
社
会
教
育
セ

　

ン
タ
ー･

指
導
主
事)

▽
工
藤　

順
子　

養
護
教
諭

　

(

退
職･

平
川
市
立
竹
館
小
再
任
用)

■
弘
前
実
業
高
校
藤
崎
校
舎

▽
佐
藤　

晃　

教
諭(

退
職)

▽
佐
藤　

亘　

教
諭

　

(

板
柳
高
校)

▽
白
戸　

一
義　

実
習
講
師

　

(

弘
前
実
業
高
校)

▽
藤
岡　

隆
昭　

非
常
勤
講
師　

　

(

退
職)

▽
高
橋　

伸
光　

兼
務
講
師

　

(

終
了)

　
　
　

※(　

)

内
は
旧
任
校
等

■
藤
崎
小
学
校

▽
木
村　

卓　

教
諭

　

(

平
川
市
立
猿
賀
小)

■
藤
崎
中
央
小
学
校

▽
田
澤　

裕　

校
長

　

(

大
鰐
町
立
大
鰐
小･

教
頭)

▽
田
中　

恵
美
子　

教
諭

　

(

西
目
屋
村
立
西
目
屋
小)

▽
山
口　

繁
弥　

教
諭

　

(

平
川
市
立
柏
木
小･

県
総
合
学

　

校
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
員)

▽
成
田　

悠
仁　

教
諭

　

(

十
和
田
市
立
松
陽
小)

■
常
盤
小
学
校

▽
野
呂　

亮
子　

校
長

　

(

弘
前
市
立
修
斉
小
・
校
長)

▽
鈴
木　

厚
子　

教
諭

　

(

黒
石
市
立
追
子
野
木
小)

▽
田
中　

理
恵　

教
諭

　

(

弘
前
市
立
北
小)

▽
鎌
田　

ま
り
み　

教
諭

　

(

再
任
用)

■
藤
崎
中
学
校

▽
羽
賀　

義
易　

校
長

　

(

平
川
市
教
育
委
員
会･

指
導
課
長)

▽
長
尾　

朗　

教
頭

　

(

教
育
庁
学
校
教
育
課
・
指
導

　

主
事)

▽
信
平　

猛
光　

教
諭

　

(

弘
前
市
立
津
軽
中)

転
出
・
退
職
等

転
出
・
退
職
等

転
入
・
管
内
異
動

転
入
・
管
内
異
動

採　
　
　

用

採　
　
　

用

再　

任　

用

再　

任　

用

普

通

退

職

普

通

退

職

再

任

用

任

期

満

了

再

任

用

任

期

満

了

▽
石
岡　

み
ち
よ　

教
諭

　

(
弘
大
附
属
中)

▽
太
田　

恵
美
子　

養
護
教
諭

　

(

弘
前
市
立
東
小)

▽
若
城　

茂
雄　

教
諭

　

(

弘
前
市
立
第
五
中)

▽
三
浦　

雅
志　

教
諭

　

(

弘
前
市
立
津
軽
中)

▽
阿
保　

樹　

主
事

　

(

新
採
用)

■
明
徳
中
学
校

▽
前
田　

尚
人　

教
諭

　

(

大
鰐
町
立
大
鰐
中)

▽
堀
内　

宣
子　

教
諭

　

(

黒
石
市
立
黒
石
中)

▽
佐
々
木　

典
子　

教
諭

　

(

外
ヶ
浜
町
立
平
舘
中)

▽
加
藤　

愛
乃　

養
護
教
諭

　

(

黒
石
市
立
上
十
川
小)

■
弘
前
実
業
高
校
藤
崎
校
舎

▽
鳴
海　

眞
行　

教
諭

　

(

五
所
川
原
高)

▽
黒
川　

友
喜　

臨
時
講
師

　

(

五
所
川
原
農
林
高)

▽
葛
西　

強
英　

臨
時
実
習
講
師

　

(

弘
前
実
業
高)

▽
吹
田　

真
奈
美　

非
常
勤
講
師

　

(

弘
前
工
業
高)

▽
對
馬　

康
晃　

兼
務
講
師

　

(

弘
前
工
業
高)

　

平
成
28
年
第
１
回
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
副
町
長
と
し
て
新
た

に
五
十
嵐　

晋　

氏
を
選
任
す
る

こ
と
が
議
決
さ
れ
、
４
月
１
日
付

け
で
就
任
し
ま
し
た
。

【
主
な
経
歴
】

　

昭
和
55
年
に
藤
崎
町
に
採
用
。

　

住
民
課
課
長
補
佐
、
福
祉
課
課

長
補
佐
、
福
祉
課
長
、
総
務
課
参

事
を
歴
任
。

副
町
長
を
選
任

　

４
月
１
日
付
け
で
行
わ
れ
た
、
町
職
員
の
異
動
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※(　

)

は
前
職

五
い が ら し

十嵐　晋
しん

(59)
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保険証に変更があったときは1 4日以内に届出を !

◆行政連絡員
町　内 氏　　名 町　内 氏　　名 町　内 氏　　名

舟 　 場 齋　藤　龍　一 藤 　 越 角　田　輝　彦 西豊田三丁目 栁　谷　　　崇

み つ や 佐　藤　勝三郎 林 　 崎 成　田　満　昭 常 盤 駒　井　義　昭

表 　 町 福　井　　　司 中 　 島 宮　川　政　信 徳 下 浅　利　　　克

仲 　 町 竹　嶋　逞　子 小 　 畑 新　谷　睦　男 三 ツ 屋 齋　藤　　　隆

曲 新 田 中　田　ともえ 矢 　 沢 成　田　裕太郎 福 島 　古　川　次　男　

本 　 町 五十嵐　睦　三 水 　 沼 吉　田　孝　則 福 左 内 横　山　英　紀

木 挽 町 　三　浦　　　勝　 中 野 目 神　　　了　司 水 木 鈴　木　廣　光

朝 日 町 泉　田　裕　明 吉 　 向 髙　谷　博　之 久井名舘 佐　藤　文　雄

舘 川 町 　浅瀬石　　　隆　 亀 　 岡 三　上　津香子 富 柳 葛　西　金　美

下 　 町 加　川　　　實 西中野目 　櫻　庭　　　勉　 福 舘 齋　藤　　　正

緑 　 町 小山内　美　鈴 俵 　 舛 神　　　忠　勝 若 松 福　士　　　剛

新 　 町 工　藤　元　広 下 俵 舛 福　士　正　義 坂　岡　　　明

横 　 町 木　村　英　伸 柏 木 堰 工　藤　春　光 亀 田 赤　石　久　男

伝 　 馬 田　澤　文　雄 東 　 町 白　戸　　　治 西 田 三　浦　敬　彦

葛 　 野 　阿　部　　　勉　 西豊田一丁目 木　村　義　則 若 柳 山　口　勝　義

白 　 子 相　坂　鐵　榮 西豊田二丁目 　増　田　　　滋　 小学校通り 泉　谷　卓　哉

■お問合せ　総務課行政係(内線2206)

◆健康推進員
町　内 氏　　名 町　内 氏　　名 町　内 氏　　名 町　内 氏　　名

舟 場
工　藤　睦　子 横 町 吉　村　千賀子

西中野目

新　谷　厚　子 福 左 内    横　山　美　子

藤　田　泰　子

伝 馬

野　呂　妙　子 木　村　千和子

水 木      

鈴　木　なつ子

み つ や

長　内　勝　子 市　川　清　美 石　井　留美子 横　山　惠　子

浅　利　夏　代 清　野　壽　子
俵 舛

佐　藤　幸　子 赤　平　誠　子

福　井　信　子

葛 野

福　士　尚　子 田　澤　智香子 小山内　淑　子

表 町
藤　本　綾　子 野　呂　佐知子

下 俵 舛
工　藤　友　子 猪　股　朋　子

福　田　夏　子 高　木　明　美 福　士　幸　子
久井名舘  

米　村　晶　子

仲 町
五十嵐　公　子

白 子
福　田　泰　子

柏 木 堰

工　藤　弘　子 米　村　由江子

小　杉　和　子 福　田　美保子 工　藤　恵美子
富 柳

小笠原　美　雪

曲 新 田
堀　内　真紀子

藤 越

三　浦　幸　子 工　藤　まり子 白　取　敦　子

小笠原　千　雪 角　田　弘　美
東 町

野　呂　真樹子

福 舘

工　藤　しげ子

本 町
中　田　惠美子 工　藤　順　子 三　好　亜紗子 工　藤　孝　子

佐　藤　　　瞳
林 崎

工　藤　裕　子
西豊田一丁目

清　野　は　子 對　馬　れい子

木 挽 町

樋　口　富美子 成　田　恵美子 野　呂　セイ子
若 松      

兵　藤　惠　子

福　井　時　子

中 島

三　上　悦　子
西豊田二丁目

境　　　則　子 米　村　う　め

阿　部　恵　子 成　田　佳津子 加　川　優　子

      

海老名　麻　子

朝 日 町

飛　鳥　宣　子 成　田　淳　子
西豊田三丁目

成　田　令　子 三　上　さつゑ

佐　藤　祐　子
小 畑

成　田　リ　ツ 小　山　琴　恵 古　舘　　　信

須　藤　奈穂美 三　上　ス　ミ

常 盤      

石　澤　小百合 對　馬　修　子

舘 川 町
木　村　トモ子

矢 沢

清　野　くに子 成　田　真勇美 高　木　恵美子

三　浦　　　子 成　田　隆　子 佐　藤　悦　子

亀 田

小田桐　説　子

下 町

加　川　　　實 鈴　木　ひとみ 高　木　河津子 葛　西　裕美子

濱　田　美枝子 成　田　友　子 高　木　欣　子 赤　石　次　子

岩　間　ふぢゑ
水 沼

永　田　順　子
徳 下      

倉　内　あい子 天　坂　真樹子

緑 町

工　藤　敬　子 佐　藤　友　子 三　浦　ハツミ
西 田

鈴　木　美　記

長　内　鈴　子

中 野 目

吉　田　良　子
三 ツ 屋    

白　取　アヱ子 三　浦　まつゑ

三　浦　久美子 奈　良　美智子 白　取　由美子
若 柳

吉　田　明　子

新 町

成　田　美登里 奈　良　俊　子

福 島      

嘉　瀬　つよみ 　　　佳　子

白　戸　優　子
吉 向

永　田　由美子 古　川　京　子
小学校通り

三　浦　潤　子

小　杉　雪　子 石　井　厚　子 三　浦　久　子 小野寺　静　子

白　戸　みどり
亀 岡

青　山　英　子 阿　保　ヤ　ヱ

横 町 三　橋　久美子 工　藤　みち子 福 左 内    佐　藤　幸　子

　平成28年度の行政連絡員および健康推進員が次のとおり決定しましたのでお知らせします。

平成28年度 行政連絡員･健康推進員のご紹介

■お問合せ　福祉課健康係(内線2112)

■お問合せ　福祉課健康係(内線2121～2124）

 
　満１歳のお誕生日を迎えたらＭＲ(麻し

ん・風しん)の予防接種を受けましょう。

　また、すこやか健診等の日程一覧表は、

町ホームページに掲載しています。

６月

６月８日(水)【乳児健診】

　●対　象　Ｈ28年１月～２月生
　●受　付　13：00～13：15
　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、内科、股関節脱臼検診、

　　　　　　保健指導、栄養指導

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず(問診票)

　　　　　　バスタオル等

６月15日(水)【７か月児健康相談】

　●対　象　Ｈ27年10月～11月生
　●受　付　9：30～9：45
　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、離乳食のお話・試食、

　　　　　　生活リズムや発達のお話

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず(問診票)

　　　　　　バスタオル等

※参加ご希望の方は７日前までにご連絡ください。

６月15日(水)【母子健康相談】

　●対　象　妊婦・生後３か月以上の乳幼児

　●受　付　10：00～11：00
　●場　所　町文化センター

　●内　容　妊娠中のアドバイス、

　　　　　　乳幼児の身体計測、育児相談

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず

　　　　　　バスタオル等

６月１日(水)・15日(水)【こころの健康相談】

　●時　間　9：00～12：00
　●場　所　(１日）常盤老人福祉センター

　　　　　　(15日）藤崎老人福祉センター
６月10日(金)・17日(金)【傾聴サロン】

　●時　間　13：00～15：00
　●場　所　(10日）藤崎老人福祉センター
　　　　　　(17日）常盤老人福祉センター
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国保の届け出について

受　付

こんにちは

 国保係 です

※上記以外のものが必要になる場合もあります。

■お問合せ
　住民課国保年金係(内線2133、2134)

◆国保に加入するとき

こんなとき 持参するもの

他の市区町村から転入し
てきたとき

転出証明書、印鑑

他の健康保険などを脱退
したとき

健保の離脱証明書、
印鑑

生活保護を受けなくなっ
たとき

保護廃止決定通知
書、印鑑

子どもが生まれたとき
母子健康手帳、保険
証、印鑑

外国籍の人が加入するとき 在留カード

◆国保を脱退するとき

こんなとき 持参するもの

他の市区町村に転出する
とき

保険証、印鑑

他の健康保険などに加入
したとき

国保と健保の保険
証、印鑑

生活保護を受けることに
なったとき

保護開始決定通知
書、保険証、印鑑

死亡したとき
死亡を証明するも
の、保険証、印鑑

外国籍の人が脱退するとき 在留カード、印鑑

◆その他

こんなとき 持参するもの

住所、世帯主、氏名など
が変わったとき

保険証、印鑑

保険証をなくしたり、汚
れて使えなくなったとき

身分を証明するも
の、保険証、印鑑

修学のため、子どもが他
の市区町村に住むとき

在学証明書または学
生証、保険証、印鑑

届け出は14日以内にしましょう！

●届け出にはマイナンバー(個人番号)の記入が
必要です。マイナンバーカード(個人番号カー
ド)、又はマイナンバーが確認できる書類と本人
確認書類をお持ちください。

弘前市代官町通り
（紀伊國屋書店さん横） TEL.0172 - 3333 - 50165016
※聞こえのご相談、出張サービスも行っております。※聞こえのご相談、出張サービスも行っております。

補聴器センター

【認定補聴器専門店】
公益財団法人テクノエイド協会公益財団法人テクノエイド協会

て　んて　ん し ょ うし ょ う ど　うど　う

のの

てんちゃんてんちゃん

てんてんて
んてんて
んてん

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告
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藤崎町図書館
　　　　大夢
　75－2288としょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだより

  ◎藤崎町図書館 大
たい む

夢 休館日
☆５月の休館日　

　２日(月)・３日(火･祝)・４日(水･祝)・５日(木･祝)

　９日(月)・15日(日)・23日(月)・30日(月)・31日(火)

※５月31日(火)は図書整理のため休館させていただきます。

※休館日に図書返却する場合は、正面玄関脇の返却ポ

ストをご利用ください。

◎おはなし会開催のおしらせ
☆定例おはなし会

・・い　　つ　５月14日(土) 　午前10時～午前10時45分

・・ど こ で　常盤生涯学習文化会館「児童室」

・・おはなし　ときわっ子本の会

　　テーマ「春がきたよ　楽しいお話いっぱい」

　　　　　ストーリーテリング(おはなしの内容を覚えて、

　　　　　語り聞かせる手法)でお話します。

・・対　　象　小学生、その他おはなしの好きな方

※始まりの時間に間に合わないと中に入れませんので、　

　開始時間前までにおいでください。

　

新
年
度
を
迎
え
、
少
し
落
ち
着
い

た
５
月
、
28
年
度
は｢

新
し
い
習
慣｣

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

｢

ふ
じ
さ
き
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ｣

で
は｢

体
を
動
か
す
習
慣｣

を

提
案
し
ま
す
。

　

幼
児
・
小
学
生
対
象
の
チ
ア
ダ
ン

ス
や
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス
で
リ
ズ

ム
に
乗
り
踊
る
こ
と
や
運
動
能
力
向

上
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
関
心
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
も
楽

し
め
る
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ(

金

曜
日
午
後
7
時
〜)

も
元
気
に
活
動

中
！

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
と
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
英
会
話
を
楽
し
め
る
英
語
教
室

も
好
評
で
す
。

　

ま
た
一
般
・
シ
ニ
ア
の
方
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
・
ヨ
ガ
教
室
な
ど
に
加

え
、
毎
週
火
曜
日
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。
参
加
者
大

募
集
中
で
す
。
そ
の
他
の
教
室
も
１

回
５
０
０
円
で
体
験
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
お
問
合
せ

　

ふ
じ
さ
き
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ク

　

ラ
ブ
事
務
局(

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

　

藤
崎)

　

 

75 

―

３
３
２
３

紫
柳
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井　

朗
風

飛
び
切
り
の
笑
顔
で
好
き
な
人
に
逢
う

占
い
が
好
き
で
迷
路
が
抜
け
ら
れ
ぬ

秒
単
位
記
念
符
が
売
り
切
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

川
魚

本
命
は
あ
な
た
で
ラ
ス
ト
ダ
ン
ス
燃
え

名
演
技
サ
ギ
で
飯
食
う
口
車

二
重
橋
記
念
写
真
に
亡
母
が
生
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
田　

波
麻

好
き
な
人
出
来
て
素
直
に
な
る
娘

過
疎
の
村
手
と
な
り
足
と
な
る
車

記
念
日
も
時
々
忘
れ
る
夫
婦
箸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
呂　

文
坊

人
力
車
蒼
い
目
を
乗
せ
古
都
駆
け
る

恋
に
酔
い
山
の
奥
で
も
嫁
に
行
く

農
継
ぐ
約
束
で
行
く
試
乗
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
さ
ち
子

雪
国
は
春
と
い
う
字
が
大
好
き
だ

新
幹
線
北
の
大
地
へ
結
ぶ
夢

カ
ー
ナ
ビ
に
た
よ
れ
ぬ
道
に
迷
い
込
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井　

藤
人

懸
命
に
命
を
つ
な
ぐ
救
急
車

車
椅
子
母
ご
機
嫌
の
梅
の
花

自
分
史
を
き
れ
い
に
閉
じ
て
早
世
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

羊
川

好
き
嫌
い
だ
け
で
暮
ら
せ
ぬ
嫁
姑

好
き
な
道
進
ま
せ
母
は
本
を
読
む

七
十
の
自
分
に
小
さ
な
真
珠
買
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
ち
ょ
ち
ょ
じ

好
物
と
ほ
め
た
新
妻
今
日
も
出
す

背
負
う
児
の
寝
息
で
回
る
風
車

記
念
誌
に
特
筆
も
な
く
氏
名
の
み

出
席
者
全
員
選　

最
高
得
点
句

福
井　

朗
風

枯
れ
葉
舞
う
心
は
す
で
に
冬
景
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
ち
ょ
ち
ょ
じ

蝶
が
舞
い
花
咲
く
日
和
り
眠
り
こ
け

三
月
例
句
会 

入
選
作
品
抄　

題｢

好
き
」｢

車
」｢

記
念
」

◎読書ボランティア　わっこの会よりお知らせ

　　　　　「おはなしつくしんぼ」開催

～こっからみえるはなしっこ、しかへるがな～
・・い　　つ　５月７日(土) 

・・ど こ で　白鳥ふれあい広場(平川河川敷)

　　　　　　※現地集合

　　　　　　　雨天時は藤崎町白鳥観察施設｢こーやまるくん｣

・・じ か ん　午前10時～午前11時

・・おはなし　わっこの会

・・内　　容　ピクニック気分で楽しむ、屋外でのおは

　　　　　　なし会です。

　　　　　　「なんげえはなしっこ　しかへがな」

　　　　　　「せかいいちのはなし」　ほか

・・対　　象　子どもでも大人でも、どなたでも参加で

　　　　　　きます。

　　　　　　※親子での参加も大歓迎です。

　　　　　　　お気軽にどうぞお越しください。

・・持 ち 物　上着(寒い時)、帽子、マスク(アレルギー

　　　　　　体質の方)など

・・主　　催　わっこの会

・・後　　援　藤崎町図書館大夢

・・お問合せ　わっこの会　岩谷　75－2076

広
報
ふ
じ
さ
き
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料
広
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常盤診療所
診療時間 月 火 水 木 金 土

午前８時30分～正午 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後２時～午後６時 ○ ○ ○ ○

～禁煙外来・往診・まき爪の治療も行っています～

(日・祝日休診)

　健診で体からのお便りをチェック！

　良い習慣の積み重ねで健康に。生活を見直

し、健やかな毎日を目指しましょう。

　筋肉と脂肪のバランスを測定できる体組成

計も導入しました。どうぞご利用ください。

藤崎町常盤字富田21－６　0172ー65ー2210

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告

地元だから安心!!　塗り替えは第二のマイホームづくりです。

（有）木  村  塗  装
TOTO    光触媒塗装（光が洗う壁）

旭硝子  フッ素塗装（最高級塗料）登録施工店　認定番号　G0102015

その他にも各種仕上材　お気軽にご相談ください。

藤崎町大字西豊田三丁目２－４

TEL 75－5101  FAX 75－5102

１級技能士　　　　　３名

２級技能士　　　　　１名

２級建築施工技師　　３名

代表取締役　木村　悦穂

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
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2016年　第58回こどもの読書週間　

４月２３日（土）～５月１２日（木）
標語　「四角い本にまあるい心」

◎最新着図書
☆一般図書

○「だれにもできる　土の物理性診断と改良」安西  徹郎‖著

○「野菜の植えつけと種まきの裏ワザ」　 木嶋  利男‖著

○「アメイジング・グレイス」          　   神渡  良平‖著

○「傀儡に非ず」                           　   上田  秀人‖著

○「バベル九朔」                              　 万城目  学‖著

○「ワンダフル・ワールド」             　   村山  由佳‖著

○「緑衣のメトセラ」                        　 福田  和代‖著

○「ＫＵＨＡＮＡ！」(クハナ)      　　　秦  建日子‖著

○「虹の巣」                                    野中  ともそ‖著

○「恭一郎と七人の叔母」                     小路  幸也‖著

○「暗幕のゲルニカ」                         原田  マハ‖著

○「緯度殺人事件」              　ルーファス・キング‖著

○「クックパッドの、料理がみちがえる神ワザ」 文藝春秋‖出版

○「死ぬまでに行きたい!ニッポン１００」 交通新聞社‖出版

☆児童図書

○「しましまかしてください」   　   　   林  なつこ‖作

○「ひみつのいもうと」　 アストリッド・リンドグレーン‖文

○「しんかんせんでいこう」      間瀬  なおかた‖作・絵

○「虫のしわざ観察ガイド」                新開 孝文‖写真

○「おもしろ妖怪学１００夜」               千葉  幹夫‖著

☆郷土

○「安藤昌益の痛快漢字解」                    吉田  徳壽‖著

○「昔の津軽を歩く」                               田澤  正‖著

○「イサの氾濫」                            　   木村  友祐‖著

○「雪中行軍「驚愕」の事實」                川口  泰英‖著

○「ねぶた門付の声」                         　新田  寿弘‖著

○「たぬきえもん」                     　  田澤  茂‖絵  ほか

※都合により、一部納期が遅れることがあります。
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公
益
社
団
法
人
あ
お
も
り
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
犯
罪
、
交
通
事

故
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
や
そ
の

ご
家
族
、
ご
遺
族
に
各
種
支
援
を
行

う
民
間
の
被
害
者
支
援
団
体
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
平
成
19
年
10
月
１
日

に
設
立
さ
れ
、
現
在
31
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
が
被
害
者
支
援
活
動

員
と
し
て
電
話
相
談
活
動
・
直
接
的

支
援
活
動
・
広
報
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
私
た
ち
の
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
様
の
応
募
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

　

公
益
社
団
法
人
あ
お
も
り
被
害
者

　

支
援
セ
ン
タ
ー(

青
森
市
中
央
３

　

ー
20
ー
30)

　


０
１
７
ー
７
１
８
ー
２
０
８
５

◆
日　

時

　

６
月
16
日(

木)･

17
日(

金)

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

(

二
日
間
の
受
講
が
必
要)

◆
場　

所　

岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー｢

あ
そ

　

べ
ー
る｣(

弘
前
市
賀
田
一
丁
目
18
ー
４)

◆
受
講
料　

無
料

　

※
事
前
に
書
店
等
で
テ
キ
ス
ト
の

　
　

購
入
が
必
要
で
す
。
詳
細
に
つ

　
　

い
て
は
弘
前
地
区
消
防
事
務
組

被
害
者
支
援
活
動
員
第
７
期
生

募
集
の
お
知
ら
せ

　
　

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://

　
　

w
w
w
.h
iro
sa
k
ifd
.jp
/)

を
ご

　
　

覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間　

　

５
月
20
日(

金)

〜
６
月
６
日(

月)

　

※
定
員(

１
６
０
人)

に
な
り
次
第
、

　
　

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　

消
防
本
部
予
防
課

　

 

32
ー
５
１
０
４

◆
種
目　

男
子
自
衛
官
候
補
生

◆
資
格　

18
歳
〜
27
歳
未
満

◆
試
験
日　

６
月
18
日(

土)

◆
受
付
期
間

　

５
月
18
日(
水)
〜
６
月
10
日(

金)

◆
そ
の
他　

受
験
資
格
等
詳
細
に
つ

　

い
て
は
自
衛
隊
弘
前
地
域
事
務
所

　

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部
弘
前

　

地
域
事
務
所(

弘
前
市
城
東
中
央

　

三
丁
目
９
番
地
19)

☎
27
ー
３
８
７
１

◆
日　

時

　

草
木
染
め　

５
月
21
日(

土)

　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
〜
11
時
半

　

こ
ぎ
ん
刺
し　

５
月
28
日(

土)

　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
〜
正
午

◆
場　

所

　

弘
前
地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

桜
の
枝
の
草
木
染
め
と
こ
ぎ
ん

刺
し
体
験
教
室
の
お
知
ら
せ

　

プ
ラ
ザ
棟(

弘
前
市
大
字
町
田
字

　

筒
井
６
ー
２)　

◆
参
加
料　

無
料

◆
持
ち
物

　

○
草
木
染
め　

エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ム
手
袋

　

○
こ
ぎ
ん
刺
し　

こ
ぎ
ん
刺
し
用
の

　
　

針(

長
さ
6.5
セ
ン
チ
程
度
の
も
の)

◆
申
込
受
付　

５
月
７
日(

土)

か
ら　

　
　

先
着
順　

※
初
参
加
の
方
優
先

【
お
問
合
せ
】

　

弘
前
地
区
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー　

　

☎
36
ー
３
３
８
８(

受
付
時
間

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

月
曜

　
　

日
休
館)

　

組
合
員
や
作
業
従
事
者(

ヘ
ル

パ
ー)

の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
農

作
業
の
労
働
力
不
足
が
慢
性
化
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｊ
Ａ
つ
が
る
弘

前
で
は｢

農
作
業
従
事
者
無
料
職
業

紹
介
所｣

を
開
設
し
、
農
業
に
携
わ

れ
る
元
気
な
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
従
事
内
容

　

り
ん
ご
摘
花
・

摘
果
・

袋
掛
け
・

葉
と
り
・
収
穫
な
ど

◆
従
事
期
間　

５
月
か
ら
11
月
ま
で

◆
従
事
時
間　

一
日
８
時
間(

休
憩

　

あ
り
、
時
間
外
勤
務
な
し)

◆
休　

日　

１
週
間
に
つ
き
一
日

◆
賃　

金　

日
給
５
６
０
０
円
以
上

◆
通　

勤　

自
分
で
通
勤
可
能
な
方

　

(

通
勤
手
当
は
考
慮
し
ま
す)

◆
そ
の
他　

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ

　

ん
が
、
ハ
シ
ゴ
を
使
用
で
き
る
方

平
成
28
年
度
農
作
業
従
事
者

募
集
の
お
知
ら
せ

◆
採　

用　

面
接
で
選
考
し
、
採
用

　

決
定
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

　

Ｊ
Ａ
つ
が
る
弘
前　

指
導
部
農
業

　

振
興
課　

☎
82
ー
１
０
５
２

◆
日　

時

　

５
月
14
日(

土)

午
前
10
時
〜
正
午

◆
場　

所

　

ふ
じ
保
育
園
新
遊
戯
室
・
保
育
室

◆
内　

容

　

全
身
反
応
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時
30
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で
終
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紹
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育
園
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弘
前
健
幸
増
進
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ダ
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者

　

誰
で
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気
軽
に
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越
し
く
だ
さ
い
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◆
参
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料
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民
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象
に
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催
し
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す
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◆
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時
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月
28
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２
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週
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曜
日
、
午
後
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時
〜

　

午
後
４
時)

◆
場　

所

　

弘
前
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

(

弘
前
市
宮
園
二
丁
目
８
ー
１)

◆
受
講
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一
万
円

健
康
講
座
の
お
知
ら
せ

傾
聴
か
ら
始
ま
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
基
礎
講
座
の
お
知
ら
せ

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

の
お
知
ら
せ

◆
定　

員　

先
着
30
名

◆
申
込
締
切
日　

５
月
20
日(

金)

【
お
問
合
せ
】

　

あ
お
も
り
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　

(

弘
前
市
袋
町
１
ー
１)　

　

☎
38
ー
４
３
４
３

　

(

受
付
時
間　

月
〜
金　

午
後
１

時
〜
午
後
５
時)　４月７日(木)、藤崎小学校で行われた入学式

での一枚
　在校生や保護者が見守る中、堂々
と式に臨んでいた一年生
　43人力を合わせて、楽しい思い出
たくさん作ってね！

～表紙の説明～

　４月から広報を担当することになりました。

　占いによると、今年の私の運勢は、人の３倍働けば運気

がアップしますというもの。休日返上で町内を駆け巡りな

がら、開運目指して１年間頑張ります！ふぅ｡｡｡ (I)

々

出

ああ とと がが きき

　　弘前警察署からのお願いです。４月に入り、県内において還付金詐欺の予兆電話が相次いでいます。

　　内容は次のとおりです。

■お問合せ　弘前警察署32－0111

　事例①役所の健康福祉課を名乗る男から

　　　「平成22年から27年までの保険料の払い戻しがある。｣

　　　「信用金庫に行って手続きしてもらえないか。｣

　事例②役所や○○銀行総合コールセンターを名乗る男から

　　 　｢医療費の還付金があります。今日中に手続きを済ませる必要があります。

  　　　後で○○金融機関の者から電話がいきます。｣

　　 　｢○○スーパーのATMに行き、電話してください。｣

　事例③国民健康保険の係を名乗る男から

　　 　｢国民保険の還付金がある。｣

　事例④｢振り込め詐欺を担当している者｣と名乗る男性から

　 　　｢振り込め詐欺被害について個別に話をしたい。｣　

　電話を受けた方が、不審電話の後にすぐに役所に確認するなど適切な対応をとり、いずれの電話でも

詐欺被害には遭いませんでしたが、今後も県内での発生が十分予想されますので、不審電話に注意して
ください。
・役所などの職員を名乗り、電話で保険料や医療費、税金などが戻るというのは詐欺です。
・犯人はATMなどに携帯電話を持っていくように指示してきますので、絶対に応じないでください。
・自分は絶対に詐欺に遭わないなどと思わないでください。
・あやしい電話がきた場合、必ず家族、知人、警察署、最寄の交番･駐在所に相談してください。

還付金詐欺の予兆電話の認知と注意警戒について

■申込・お問合せ

　生涯学習課(常盤生涯学習文化会館内) 65－3100

　町文化センター 75－3311

◆日　　時　６月14日(火)　午前８時45分～午後２時20分

◆場　　所　黒石市　黒森山

◆講　　師　公益社団法人　日本山岳ガイド協会認定　

　　　　　　登山ガイド　米坂　恵子　氏(米
よね

ちゃん)

◆日　　程　８:45　常盤生涯学習文化会館　出発
　　　　　　９:00　町文化センター　出発
　　　　　　10:00　浄仙寺、トレッキング　開始
　　　　　　12:00　昼食、お山のおもしえ学校　見学　
　　　　　　13:20　お山のおもしえ学校　出発
　　　　　　14:05　町文化センター　着
　　　　　　14:20　常盤生涯学習文化会館　着
◆参 加 費　1,000円（昼食代込）

◆定　　員　25名

◆服　　装　長袖・長ズボン・帽子・履き慣れた靴

◆持 ち 物　飲み物・汗ふきタオル・雨具

◆申込締切　６月８日(水)

　　　　　　※参加費をお持ちください。

お山のおもしえトレッキング
～黒森山の山野草を学ぶ～

◆日　　時　６月22日(水)、29日(水)
　　　　　　午前10時～午前11時
◆場　　所　町文化センター

◆講　　師　シナプソロジーインストラクター　
　　　　　　永澤　真珠子　氏
◆内　　容　頭を使ってゆっくりと体を動かします

◆参 加 費　無料

◆定　　員　20名
◆服　　装　動きやすい服装・ズック

◆持 ち 物　飲み物・汗ふきタオル

◆申込締切　６月15日(水)

シナプソロジー
～頭と体の健康体操～
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(３月10日実施)

３歳児健診

健康な歯の
こどもたち

栩内　昊
ひろき

己くん
(下　町)

秋庭　俐
り り か

々華ちゃん
(下　町)

米村　
りゅうせい

征くん
(久井名舘)

木村　瑠
りゅうせい

成くん
(藤　越)

山上　玉
たまえ

愛ちゃん
(西豊田一丁目)

坂本　樹
じゅおう

皇くん
(緑　町)

栩内　心
こはる

晴ちゃん
(藤　越)

新谷　嘉
よしと

士くん
(小学校通り)

小倉　那
な な は

々花ちゃん
(横　町)

小倉　琴
ことは

花ちゃん
(横　町)

工藤　正
まさのぶ

敦くん
(藤　越)

佐藤　丞
じょういち

一くん
(木挽町)

石動　優
ゆう

ちゃん
(常　盤)

稲葉　光
みつき

希ちゃん
(東　町)

藤林　陽
ひ な

南ちゃん
(常　盤)

葛西　愛
え な

奈ちゃん
(東　町)

※この欄に載せたくない方は、届出の時に窓口に申し出てください。

戸 ３月届出分

５月の町税等の納期

納期限は５月31日(火)です

●固定資産税　　　　　　　第１期

県内の交通事故概況

(３月31日現在)

３月中 前年比 年間累計 前年比

件数 250件 －36 930件 －11

死者 ４人 ＋１ ８人 －３

傷者 285人 －60 1,110人 －86

町の人口と世帯数

３月31日現在 前月比

人口　男   7,177人 －33

　　　女   8,234人 －８

合計 15,411人 －41

世帯 5,898世帯 ＋13

山岳遭難発生状況

(平成27年青森県内)

発生件数　66件
　　　　　　(前年比＋14件)

・遭難者数　　76人(＋17人)
　　死者　　　 6人(ー 1 人)
　　行方不明　 3人(＋ 2 人)
　　負傷者　　19人(＋ 7 人)
　　無事救出　48人(＋ 9 人)
　
・入山目的

　　山菜採り　39人(－ 2 人)
　　登山等　　37人(＋19人)

・遭難原因

　　道迷い　　　45人
　　病気・疲労　 5人
　　転落・滑落　10人
　　その他　　　16人

籍 の 窓

～お誕生日おめでとうございます～

　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　)内保護者

矢　沢　川越　涼
すずか

華(勇武) 若　松　澁谷　奏
かなた

月(英平)

福　島　古川　颯
そうすけ

祐(祝皓) 藤　越　對馬　　雫
しずく

(祥満)

下　町　築舘　咲
さくら

空(優) 小学校通り　伊丸岡　凜
りん

(道)

～お悔やみ申しあげます～

東　町　菊地　雅明(71) 水　木　赤平　みゑ(96)

福左内　横山　くみ(62) 中　島　木浪　勝之(42)

徳　下　駒井　とき(86) 藤　越　田澤　とよ(99)

仲　町　阿部　良二(85) 富　柳　三浦　リヨ(82)

西豊田二　佐々木　弘文(68) 新　町　工藤　節子(69)

　榊　　髙木　達郎(89) 中　島　久保田　武尚(73)


